
3月定例会令和3年  第1回 

にぎわい創出から

都市基盤の整備から

　６次産業化に取り組む事業者に対して施設整備や
体制整備の支援を行い、市場規模拡大を図ります。

　企業誘致を積極的に推進し、本市経済の活性化と
雇用の拡大を図ります。

　龍野IC周辺において、商業地を創設し、商業施設
を誘致することで、まちの活性化を図ります。

　寄附を受けるすみれ保育園園舎を総合隣保館とし
て改築し、現在の総合隣保館を解体し、駐車場にす
るための設計業務委託を行います。

　旧耐震施設である揖龍広域センターを解体し、
福祉会館及び体育館利用者の駐車場として整備し
ます。

　御津小学校と室津小学校の統合に伴い、統合後
に必要な児童の通学支援を行います。

Q	調整区域から市街化区域に変更する方法は、
特別指定区域という形を考えているのか。

A	区画整理事業でするのがよいのではないか
と地元地区の勉強会と協議を進めている。

Q	来年度も見込みがあるのか。また、市内の雇
用の拡大を図るものと理解してよろしいか。

A	令和2年度は4社あり、令和3年度は2社の申
請を予定している。これは、機械設備購入な
どの事前相談や申請があり、操業することに
より、翌年度に奨励金を支払うものである。
また要件として、市内で10人以上の新規雇用
することを盛り込んでいる。

Q	１年間をかけて今後のことを検討するとい
うことだが、これまでの間、喫茶はどういっ
た形で運営されるのか。

A	４月３日から営業を開始するべく準備してい
る。会計年度任用職員４名での運営を考え
ている。赤とんぼ荘で働いている従業員に
対し、共立メンテナンスが面接を行い、市へ
推薦された方を、市が給与面や雇用期間な
ど条件を付けて面接させていただき、了解
を得られた方を採用した。

Q	定期的に揖龍広域センターを利用されてい
た団体はどうなるのか。

A	所管課を通じて庁舎内の会議室を利用して
いただくことになる。また、駐車場は１２月
末を目途に整備予定で、約５０台を駐車する
ことができる。

Q	スクールバスの借上げ、また、購入のスケ
ジュールはどのようになっているのか。

A	スクールバスの購入については、国庫補助金
が充てられ、その内示が７月から８月頃の予
定となっており、それからの発注になるため、
恐らく年末か年度末の納期になる予定であ
る。それまでの間は、通学車両運行委託とし
て、タクシーもしくはバス委
託での送迎を予定している。

6次産業化市場規模拡大対策事業 
28,600千円

企業立地奨励事業 203,504千円

国民宿舎事業 212,205千円

龍野ＩＣ周辺まちづくり基本調査事業 
9,800千円

総合隣保館整備事業 29,557千円

揖龍広域センター解体事業
40,000千円

学校統合推進事業 20,486千円
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